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第三部 人間疎外の弁証法的跳躍 － G.ジンメルの疎外論 
 
The Alienation in G. Simmels philosophy 
 
















































































































































































































































































理学的・民族的研究』(Psychologisch-ethnische Studien über die Anfänge der 
Musik,1881)では、認定会議で論文の叙述形式に不備があるとして差し戻される。
ジンメルはそれではとその代わりに懸賞論文に応募し、入賞した論文『カント


















































































言う「人間の自己疎外（die Selbstentfremdung des Menschen）」にならって「生
の自己疎外( die Selbst-Entfremdung des Lebens)」とした。これはヘーゲルの
意識としての単純精神が発展的「自己疎外(Ent- 
ӓusserung,Entfremdung)」を繰り返しながら最も高貴で完全な神の領域にある
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